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正量部の修行階梯
見 道,修 道,無 学 道
並 川 孝 儀
〔1〕 は じ め に
チ ベ ッ ト訳 の み に 現 存 す るDasabala'srimitra作`dusbyasdang'dusma
byasrnamparngespa(Samskrt龝amskrta-viniscaya,r有 為 無 為 決 択 』,以
ゆ
下,SAVと 記す)は 全35章 の中第16章 から第21章 の6章 にわた りその全容が
殆ど知 られなか った正量部の思想一煩悩論,業 論,聖 諦論一を相当量伝える。
その中,SAV第21章 「聖諦決択」は,そ の大半が 『倶舎論』第6章 「賢聖
品」に対応 し,正 量部の修行体系を明らかにしている。有漏道の四善根位説は
くわ




るに止ま り,そ の他は既存の資料 『異部宗輪論』とその註疏である 『異部宗輪
ゆ
論述記』に紹介される犢子部説から僅かに知ることしかできない。その意味か
ら正量部の無漏道説の解明に当た り,そ れが詳論されているSAVの 意義は大
きい。
〔2〕 無漏道(見 道,修 道)と 無学 道説
無漏道について正量部は次のように規定する。
「道は二種説かれるのである。即ち次の如 くである。有漏と無漏である。




即 ち,修 行 階 梯 の 中 の 見道 と修 道 を 指 す の で あ るが,無 漏 とい う概 念 か ら見 れ
ば 阿羅 漢 果 を 得 た位 もまた 無 漏 で あ るか らこの範 疇 に 入 るべ きで あ ろ う。 そ の
点 は次 の記 述 か らも よ く判 る。
厂律 儀 の戒 は,す べ て無 漏 で あ って,阿 羅 漢 の 〔戒 〕 で あ る。 即 ち次 の如
くで あ る。 阿羅 漢 は す べ て の悪 行(nyesspyod)か ら還 滅 す るべ きで あ る,
とい う如 くに心 が 生 じ る時,そ の心 と共 に 八 〔種 〕 の無 漏 の戒 〔と〕 律儀
が 生 じ るの であ る。」(D.222a6-7,P.151al-2)
そ こで,本 項 では 見 道 と修 道,並 び に無 学 道 に つ い て の正 量 部 説 を 眺 め て み
た い 。
(1)見 道 説
厂そ の 〔世 第一一法 〕 か ら上 方 に お い て何 が 生 起 す るの か,と 言>xぽ 〔そ れ
に つ い て 〕説 こ う。 即 ち,そ の 世 第 一法 か ら連 続 して 修 行 者 が諸 諦 に随 入
す る こ とか ら,欲 界 に 属 す 苦 〔諦 〕 に お い て無 漏 の 法 智 が 生 じ る の で あ
る。」(D.233b2-3,P.165a4-5)
とあ る よ うに,有 漏 道 の最 上 の法 で あ る世 第 一法 に連 続 して 苦 法 智 が 生 起す る
こ とを 以 て 見 道 に入 る こ とに な る。 この 苦 法智 に続 いて ど の よ うな智 が 生 じる
のか につ い て 見 る と,
「苦 〔諦 〕 に お け るそ の法 智 に 続 い て,類 智(rjessushespa)が 生 じる
目的 か ら苦 〔諦 〕 に観 察 智(rtogspa'ishespa)が 生 じる ので あ る。 それ
は,ま た 断 じ る もの を 見 る こ とで煩 悩 を 能 解す る こ と('jigbyed)は な い
の であ る。 観察 智 に連 続 して苦 〔諦 〕 に 類 智 が生 じる の で あ る。」
(D.234a1-3,P.165b4-6)
とあ る。 即 ち,苦 諦 に お い て先 ず 法 智 が 生 じ,続 い て 観察 智 が,そ して類 智 が
生 じ るの で あ る。 こ こで,法 智 とは欲 界 繋 の苦諦 に 属す 煩 悩 を 断つ 智 で あ り,
類 智 とは色 界 ・無 色 界繋 の 苦諦 に属 す 煩 悩 を 断 つ 智 で あ り,そ して観 察 智 は類
智 が 法智 に続 い て生 じる 目的 か ら生 じ るの であ って,こ れ に は煩 悩 を能 解 す る
こ とは な い と規 定 され る。 この 正量 部 の三 心(智)説 は 説 一 切 有 部 に お け る苦
法 智 忍 ・苦 法 智,苦 類 智 忍 ・苦 類 智 とい う四心(智)説 と構 造 的 に相 違 す る。
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即ち正量部には観察智 とい う説一切有部にはない概念が見られ,そ して忍 ・智
とい う説一切有部の見解とは異なる点が見出せる。
苦諦における構造は集諦,滅 諦,道 諦 も同様であることから,見 道における
智は次の ように纏められる。
「〔智 は〕苦 〔諦〕における法智に始まり,枚 挙す る と道 〔諦〕における
類智 〔までの〕十二である。 〔即ち,〕苦 〔諦〕における法智 と,苦 〔諦〕
における観察智と,苦 〔諦〕における類智,そ して集 〔諦〕における法智
と,集 〔諦〕における観察智と,集 〔諦〕における類智,そ して滅 〔諦〕
における法智と,滅 〔諦〕における観察智と,滅 〔諦〕における類智,そ
して道 〔諦〕における法智 と,道 〔諦〕における観察智 と,道 〔諦〕にお
ける類智である。〕(D.234b4-6,P.166b2-5)
正量部は四諦各kに 三心が生 じることか ら計十二心の生起をもって見道にお
ける智 と考える。この説に対 して説一切有部は四諦各kに 四心が生 じることか
ら計十六心が生 じるが,そ の中第十六心は修道とされるから見道においては十





こでは苦法智,苦 法忍,苦 類智 となっている。観察智はこの法忍に対応するも
のと考えられるが,『 異部宗輪論述記発靱』で 「これ智の後に在 り,欲 界苦下
の惑の已断を観ず。この所以は猶上界苦下の惑の当に断じること有 るを以ての
ゆ
故 に,重 ね て欲 惑 の断 ・未 断 を 審 観 して,以 て 已断 を 忍 許 す。」 と,解 釈 す る
こ とか ら も両 者 は対 応 す る もの と見 て よい。 しか し,用 語 の上 か ら見 る時,両
者 は 同一 の語 であ った か ど うか は疑 わ しい。 法 忍 はdharma-ks穗tiと 想 定 で
き るが,一 方 観 察 智 は チ ベ ッ ト語 がrtogspa'ishespaで あ る こ とか ら両 者 の
原 語 が 同 じ とは考 えに くい。 これ は犢 子部 と正 量 部 に お け る相 違 を示 唆 す る も
の とこ こ で は理 解 して お きた い。
観 察 智 は法 智,類 智 と異 な り,煩 悩 を 断 ず る智 で は な い と 規 定 さ れ て い る
が,そ れ と矛 盾 す る記 述 も見 られ る。SAV第19章 「福 決 択 」 に お い て 戒 が 生
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じる記 述 の と ころ で
「苦 〔諦 〕 に お け る 法 智 は,〔 三 十 の煩 悩 を 〕 断 じ る 故 に,そ し て 〔諦
に〕 随 順 す る(rjessumthunpa)力 の故 に,戒 が 生 じる の で あ る。 そ
れ は,ま た一 刹 那 性 で あ る こ とに よ って滅 す る こ と('gogpa)に な る ので
あ る。 〔苦諦 に おけ る〕 観 察 智 も,と もあれ そ の 如 くに 生 じるの で あ る。
即 ち,先 ず断 じる 力 の故 に,そ して 〔諦 に〕 随 順 す る力 の 故 に,〔 戒 が 生
じるの 〕 で あ る。」(D.222b3-4,P.151a7-b1)
と,観 察 智 も法 智 の よ うに煩 悩 を 断 じる力 と 〔諦 に〕 随 順 す る 力の 故 に 戒 が生
じる,と 規 定 され て い る こ とで あ る。 どち らが 正 しいか は 断 定 で きな い が,
『異 部 宗 輪 論 述記 発 靱 』 の解 釈 な どか ら判 断 して,こ こで は 法 智,類 智 と異 な
り,観 察 智 は 煩 悩 を 断ず る智 で は ない と考>xる べ きで あ ろ う。
(2)修 道 説
見 道 に お い て 道 類智 が 生 じ終 わ った 瞬 間,修 道 に入 るの で あ る。 で は,ど の
よ うな理 由で 修 道 に 入 る のか につ いて 次 の よ うに説 か れ る。
「〔こ こで は〕 修 道 が 説 か れ る べ き で あ る。 も し,〔 見 道 に 〕従 い 修行
者 が 〔四 〕諦 を 見 る こ とを獲 得 す る こ と に よ っ て,そ の よ う に 見所 断
(spangbarbyaba)の 随 眠 な ど輪 廻 の因 を 伴 うもの で あ る欲 貪('dun
pachagspa)を 断 じる こ と と,遍 知 〔に よっ て〕 断 じる こ と な どの 根 本
が ない こ とに よ って 〔存在 す る〕 な らば,〔 そ こで〕 何 を なす のか,と 言
え ば 〔それ につ い て 〕 説 こ う。 有(srid)に お いて 輪 廻 が 回 る('jugpa)
こ とが,有 に お い て 苦 が 回 る こ とな の であ る,と 知 られ るべ き な ので あ る。
即 ち,〔 修 道 は 〕 修所 断 〔の 煩 悩〕 が 輪 廻 の因 で あ る こ とに よって 随 眠 な
ど 〔輪 廻 〕 の因 を 伴 うもの を 断 じ る故 に,〔 そ して〕 見 の 真実 性(dekho
nanyid)を 幾 度 とな く勤(rtsolba)の 相 に よ って 修 道 を 行 な う(goms
pa)意 味 か ら成 り立 つ(rtsompa)の で あ る。」
(D.236a2-4,P.168a4-8)
こ こに は,見 道 に お いて 四 諦 を 観 察 す る こ とに よって 煩 悩 を 断 じ るの で あ る





それで は,こ の修道が どのように説かれているのかを見る。






無色 〔界〕に属す諸法を遍知 しつつ,同 様に想 うことにより,修 所断の三
界の煩悩を断つのである。」(D.237a3-5,P.169b2-6)
修道において,先 ず欲界から色界,無 色界に至 り,各kに 諸法を遍知し,そ
の支が無漏で,無 常などの相によって作意することによって各界に属す煩悩及
びその下界の煩悩を断じるのである。
修道の構造に関して眺めると,主 に四向四果と階位 とに関連す るために設定
されている三界各 ・々における階位に応 じた区分に正量部独自の説が見られる。
説一切有部説は三界各々が九種,所 謂上上品から下下品までの九品に区分さ
れ,階 位 と四向四果などが関連付けられ修行階梯が構成 されている。それに対
し,正 量部は三界を九種ではなく十種(支)に 区分 し,四 向四果などと関連付
け構成されてお り,こ こに正量部の修道説の特色の一つが見られる。 これは,













間道が滅 して修行階梯の最上位である阿羅漢果が生 じる,と される。 これを説
一切有部流に言えば,無 間道の後に解脱道 に入 り,そ こで阿羅漢性を獲得す




「第十五心が無色 〔界〕繋の修所断の煩悩を断 じることに より無色界にお
ける貪 りを離れることをなすことか ら,第 十六心は努 力す る(bts稷bya
yinpa)こ とによって 〔得た〕道である。 〔それは〕無学(mislobpa)




あり,そ の道が無学の状態である とい う。 そしてその状態を完全に成就 した
ことを無上正覚とい うのである。 ここでは,無 学道とい う術語と して の表現
は見 られないが,文 脈から判断 して正量部 も修行階梯の最上位を無学道 とし
た と考えることに問題はないであろ う。 尚,阿 羅漢の詳細に関しては後述す
る。
(4)十 六心説
正量部は見道,修 道,無 学道において煩悩を断じる智(心)が 十六種生じる
と説 く。 即ち,見 道においては欲界,色 界,無 色界の三界に各k法 智,観 察
智,類 智の三智の計十二智(心)が 生 じ,修 道においては欲界に生じる智が第
十三心 と言い,色 界の智が第十四心,無 色界の智が第十五心,そ して無学道に
おいて生じる智が第十六心 とされる。 この よ うに,正 量部は無漏道に入って




において三界各々に法智忍,法 智,類 智忍,類 智の四智(心)が 生じ,計 十六
の智(心)が 生起するが,そ の中最後に生 じる道類智は見所断ではあるが見道





〔3〕 見道,修 道 と所 断 の煩 悩
ここでは,見 道と修道において如何なる煩悩がどのように断 じられるのか,
について述べる。先ず見所断の煩悩に関しては,欲 界における苦法智は十随眠
と二十非随眠を断じ,色 界における苦類智は九随眠 と十一非随眠を,無 色界に
おける苦類智は九随眠と八非随眠を断じる,と される。欲界における集法智は





次に修所断の煩悩に関 して言えば,欲 界では四随眠と二十→非随眠を断 じ,




断は十九随眠と三十九非随眠,見 道所断は二十二随眠 と三十九非随眠とな り,
合計見所断は八十八随眠 と百五十六非随眠となる。修所断は十随眠と四十非随
眠となり,正 量部の説 く所断の煩悩は随眠が九十八種で,非 随眠が百九十六種
となる。
この煩悩の法数に関 して,『 律二十二明了論』に 「三界の上心惑に二百九十




十六あり。……無色界の上心惑に七十一あり。」 と説かれ てい る。更に,こ の
真諦の註釈を伝え残 している 『四分律疏飾宗義記』に 厂欲界の大小の惑は百三
UA
十七有 り……色界の大小の惑は八十六,無 色界の大小の惑は七十一」 とある。
ここでの大惑 とは随眠のことで,小 惑とは非随眠のことで あろ う。 この意味
は,欲 界においては随眠が三十六,非 随眠が百一の計百三十七であ り,色 界に
おいては随眠が三十一,非 随眠が五十五の計八十六であ り,無 色界においては
随眠が三十一,非 随眠が四十の計七十一であ り,随 眠 と非随眠の合計が二百九
十四とい うSAVの 記述と全 く同一であるところにある。このSAVの 記述は





見 所 断(88) 修 所 断(10)






苦 集 滅 道 苦 集 滅 道 苦 集 滅 道
貪 0000 0000 0000 000
瞋 0000 0
慢 0000 0000 0000 000
痴 0000 0000 0000 OOO
邪 見 0000 0000 0000
有身見 0 0 0
辺執見 0 0 0
見 取 0000 0000 0000
戒禁取 00 00 00




見 所 断(156) 修 所 断(40>
欲 界(80) 色 界(44) 無色界(32) 欲界 色界 無色界
(21) (11) (8>
苦 集 滅 道 苦 集滅道 苦集滅道
不 信 0000 0000 0000 000
無 慚 0000 0000 0000 000
誑 0000 0000 0000 000
諂 0000 0000 0000 000
不.察 0000 0000 0000 000
掉 挙 0000 0000 0000 OOO
放 逸 oo.00 0000 0000 000
惜 沈 0000 0
下 劣 0000 0
無 愧 0000 0000 00
大 執 0000 0000 OO
菅 憤 0000 0
睡 眠 0000 0
嫉 0000 O
悔 0000 O
覆 0000 0000 00
僑 0000 0000 0000 000
慳 0000 0









先 ず,修 道 の階 梯 と四 向四 果 との 関係 か ら,そ の所 説 を眺 め るb
「そ ζで,欲 〔界 〕 に 属 す 貪 と瞋 と慢 と無 明 の相(mtshannyid)と 二 十
の 非 随 眠 の相 の煩 悩 の纏 ま った諸 蘊 を,道 の 力に よ って十 支 に 開 く支 〔の
中〕,最 初 に三 を断 じる と,後 生(sridpathama)が 七 度 とな るの であ
る。 第 四 支 を獲 得す る者 は 家 ・々 (rigsnasrigs)で あ る。 第 四 と第五 を 断
ちつ つ,断 じる者 は家kの み で あ る。 第 六 支 を獲 得 す る者 は,一 来(lan
cigPhyir'ongba)で あ る。 そ の 時,預 流 果 は滅 す るの で あ る。 第七 支 も
また こ の も ので あ る。 後 の支 の三 を 断 じる者 は,一 種 子(sabongcigpa)
で あ る。 欲 〔界 〕 に属 す 結 を 余 す こ とな く くmaluspa)断 ず る者 が上 流
(gongdu'phoba)で あ り,欲 界 に お け る貪 を離 れ る不 還 で あ る。
色 〔界 〕 に 属 ず貪 と慢 と無 明 の随 眠 相 と,不 信,無 斷,誑,諂,不 察,
掉 挙,放 逸,僑,食 不 調 性 の非 随 眠 相 を 一纏 め に して,色 〔界 〕 に属 す る
結 は,先 述 の如 く十 種 〔の支 に開 く〕 の で あ る。 そ こで の支 は,最 初 に三
を断 じる者 が 上 流 なの で あ る。 他 の二 支 を断 じ る 者 は,有 行 般 〔涅 槃 〕
('dubyeddangbcasnasyongssumyangan-las'da'ba)と な る
の で あ る。 他 の二 支 を 断 じ る者 は,無 行 般 〔涅 槃 〕('dubyedmedpar
yongssumyanganlas'da'ba)で あ る。 他 の また 二 支 を 断 じる者 は,
生 般 涅 槃(skyesnasyongssumyanganlas'da'ba)と な るの で あ る。
第 十 支 を獲i得す る者 は,中 般 涅 槃(barmadoryongssumyanganlas'da'
ba)で あ る。 第十 支 を完 全 に 断 じる者 は,二 界 にお け る貪 りを 離 れ る不 還
で あ る。
無 色 〔界 〕 も また貪 と慢 と無 明 の随 眠 相 と,不 信 な ど七 と僑 を 伴 う 〔非
随 眠〕 相 の結 は,先 述 の 如 く十 種 〔の支 に開 く〕 の で あ る。 プ トガ ラは
また 四 〔種 〕 で あ る。 即 ち,中 般 涅 槃 を除 いた 者 で あ る。 そ こで,無 色
〔界 〕 にお い て 貪 りを離 れ れ ば,中 般 涅 槃 が ない 者 〔とな り〕,或 いは な
い者 で あ って,同 様 に無 色 〔界 〕 に お い て色 を 離 れ る故 に,〔 そ して〕 行
くべ き(・:・ ・bya)境(yul)が な い故 に,中 有 が な い者 で あ る。 そ れ




欲界など三界は各k十 支に区分され,そ の基準で四果 との関係が説かれる。欲
界では第一～第三支までの煩悩を断じることで預流果 となり,第 四 ・五支の煩
悩を断 じて家 々となり,同 様にして第六 ・七支は一来果となり,第 八～十支は
一種子とな り,そ してそこで欲界の煩悩をすべて断 じると不還果となる。 ここ
で,家 々 とは一来向のことで,一 種子とは別名一間 とも言い不還向のことを指
す。預流向に関しては何も記述されていないが,見 道において煩悩を断じる位
とすることには差 し支えないであろ う。 このような正量部説に対し,説 一切有
部は三界を各々九品に区分す るため当然のこと相違する。即 ち,苦 法智忍～道
類智忍までを預流向,道 類智を預流果とし,欲 界の上上品～中中品を一来向,
中下品を一来果,下 上品～下中品を不還向,下 下品を不還果 とい う見解であ
り,両 部派に相違が見 られる。
ところで,家 々とは一来向のことで,一 種子とは別名一間とも言い不還向の
ことを指す としたが,説 一切有部では前者は一来向の中で前三品 ・四品を断 じ




「苦 〔諦〕における法智は正智(yangdagParrdzogs)で ,〔 そこに〕
住す る修行者は異生性(sososkyeboniyd)を 滅しつつ,そ れを滅 して
から聖なる因である八 〔輩〕の最初となることによって,〔 阿羅漢果から







日である,と いう意味である。 ここで,四 七 日とは,即 ち次の如 くである。
人の極七有生(sridpabdun)と,人 中(mi'ibar)の 極七有生 と,天 の
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極七有生 と,天 中(lha'ibarma)の 極七有生である。ここで,預 流果の
心において果に含 まれる静慮の道(bsamgtangyilam)は 無漏を獲得し










される。この貪 りを離れること半ぽとは,所 謂薄貪瞋癡のことを指 しているで
あろ う。
不還果に関 しては,欲 界と色界において貪を離れる修行者の心 と規定され,
それには五種の区別があるとされる。即ち,(1)上 流(2)有 行般涅槃(3)無 行般
涅槃(4)生 般涅槃(5)中 般涅槃の五種である。その内容について何も説かれて
いないので詳細は判 らないが,煩 悩を断じた段階に対応 させて説明している。
それによれば,欲 界において余すことなく煩悩を断 じた者,及 び色界の最初の
三支の煩悩を断じた者を上流といい,色 界の次の二支の煩悩を断じた者を有行
般涅槃,更 に二支を断 じた者を無行般涅槃,他 の二支を断 じた者を生般涅槃,
そして最後の第十支を断 じた者を中般涅槃とい う。この段階において欲界 と色
界の二界の貪 りを離れた不還果 とする。また,無 色界における不還果は,貪 り
と色がないことによって中有がない者 となり,中 般涅槃が除かれ,四 種となる。
即ち,欲 界を離れ色界に行く五種の不還果の修行者と無色界に行 く四種の不還
果の修行者が説かれる。 この五種の不還果説を説一切有部説 と比較すると,欲
界か ら色界の中有において般涅槃す る中般涅槃,色 界に生 じて間もなく般涅槃
する生般涅槃,色 界に生じて長い間加行 して般涅槃する有行般涅槃,色 界に生





き段 階 を 区分 して説 明は され て い な い。 それ 故,両 部 派 を厳 密 に は 比較 す るこ
とが で き な い。
こ こで,四 果 と十 六 心,特 に 第十 三 心 との 関係 につ い て 述 べ る。
「〔道 類 智 〕 に続 い て,第 十 三 は,果 の 心 で あ り,煩 悩 を 滅 す る こ と
('jomsbyed)は ない の で あ る。 そ れ に よっ て,欲 〔界 〕 にお い て貪 を
離 れ な い 修 行 者 を,決 定 して 預 流 果(rgyunduzhugspa'brasbu)の 心 と
規 定 す るの で あ る。 そ の果 の心 性 が 世 間 道('jigrtenpa'ilam)に よ る欲 界
に お け る貪 りを離 れ る こ と半 ば(phyedpa)〔 の修 行 者 〕 を 決 定 して 一来
果(1ancigPhyir'・ba'i・'brasbu)〔 の〕 心 と規 定 す る ので あ る。
そ の 第 十三 の心 性 が,世 間 道 に よ る欲 〔界 〕 に おけ る貪 を 離 れ る修 行 者 を
決 定 して 不 還 果(phyirmi'・ ・.'i'brasbu)の 心 と規 定 す る ので あ る。
同様 に,欲 〔界 〕 と色 〔界 〕 に お い て貪 を離 れ る決 定 を す る修 行 者 の そ の
第 十 三 の 果 の心 は,不 還 果 の 心 と規 定 され るの で あ る。」
(D.234b6-235a2,P.166b5-167a1)
修 道 に お け る欲 界 に は預 流 果,一 来 果,そ して不 還 果 の階 位 が 説 か れ るが,そ
の いず れ もが十 六心 の 中 の第 十 三 心 と され る。 故 に,預 流 向 は 前 十 二 心 に対 応
し,預 流 果,一 来 果,そ して不 還 果 が 第 十三 心 に,色 界 繋 の修 所 断 の煩 悩 を 断
じる智 が 第 十 四心,無 色 界 繋 の 修 所 断 の 煩 悩 を 断 じる智 が 第 十 五 心,そ して無
学 道 に お け る阿羅 漢 果 が第 十 六 心 とい うこ とに な る。 第 十 四 心,第 十 五 心 は 阿
羅 漢 向 に 該 当 す るで あ ろ うが,こ こで は 明示 され て い な い。 この よ うな 四 果 と
十 六 心 の 見 解 は説 一切 有 部 説 と大 き く異 な る。
(2)阿 羅 漢 果説
阿羅 漢 の定 義 は,無 学 道 で既 述 した よ うに三 界 の煩 悩 を 断 じ る こ とに よって
生 じる無 間道 が 滅 す る時 に 最後 の 果 で あ る 阿羅 漢 性 を獲 得す る もの で あ り,三
界 か ら貪 を離 れ た もの が 阿羅 漢 で あ る,と され る。
そ の 阿 羅 漢 は 六 種 に 区分 され る。 六 種 の阿羅 漢 とそ の規 定 は次 の如 くで あ る。
(1)退 転 の有 法 者(yongssunyamspa'ichoscan)
厂退 転 の 有 法 者 は,果 を 退 転 す る分 を 有 す る者(skalbacan)で あ る。」
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(2)死 を 思 念す る有 法 者('chibarsemspa'ichoscan)
「死 を思 念 す る有 法 者 は,自 害 を欲 す る分 を 有 す る者 で あ る。」
(3)護 持 の有法 者(rjessusrungba'ichoscan)
「護持 の有 法 者 は,〔 阿羅 漢 〕 果 を護 持 す る分 を有 す る者 で あ る。」
(4)住 処 が 動 か な い者(gnaspamiskyodpa)
「住処 を観 察 す る者(rtogpa)は,住 処 の分 を有 す る者 が 退転 しない と
共 に現 起 しな い こ とで 〔も〕 あ る。」
(5)現 起 の分 を 有 す る者(mngondubyedpa'iskalbacan)
「現 起 の分 を有 す る者 は,不 動 が 現 起 す る分 を有 す る者 で あ る。」
(6)不 動 の有 法 者(mig・yoba'ichoscan)
「不 動 〔の有 法 〕 者 は,そ れ に よって 無 生 智(miskyeba'iyeshes)
が 生 じる者 で あ る。」
更 に,そ の不 動 の有 法 者 は三 種 に分 類 され る。 そ の三 種 と不 動 の理 由を示 す
と即 ち次 の如 くであ る。
① 声 聞覚 「煩 悩 を 無 生(miskyeba)と 智 る こ とが不 動 で あ る こ とは,声
聞 の 〔不 動 〕 で あ る。」
② 独覚 「雑 染(kunnasnyonmongspa)と 疑 い(thetshom)をi無 生 と
智 る こ とが 不 動 で あ る こ とは,独 覚 の 〔不 動 〕 で あ る。」
③ 無 上 正覚 仏 厂雑 染 〔と〕 疑 い を無 生 と智 る こ とが そ の不 動 で あ る こ と
は,世 尊 仏 〔の不 動 〕 で あ る。」
この 正量 部 の六 種 阿羅 漢 説 に 対 し,説 一切 有 部 のそ れ は どの よ うに説 かれ て い
ロ　
るのかをここで眺める。 『倶舎論』には,次 のように六種阿羅漢が説かれる。
(1)退 法 「小縁に遇えば,便 ち所得を退す るもの」
(2)思 法 「退失を懼れて恒に自害せんことを思 うもの」
(3)護 法 「所得に於いて喜びて自ら防護するもの」
(4)安 住法 厂勝れたる退縁を離れては自ら防がず と雖も,亦 た能く退せず。勝
れたる加行を離れては亦た増進せざるもの」




(6)不 動法 「彼れ必ず退すること無 きもの」
両者を比較すると,六 種の阿羅漢とも同じであ り,そ の内容も不動法を除きほ
ぼ..し たものとなっている。
正量部説は不動の有法者である阿羅漢を無生智が生 じた者 としてそれを三種
に区分 し,声 聞覚 と独覚と無上正覚仏の中,前 者を煩悩の無生智が生じた者と
し,後 者二つを雑染 と疑いの無生智が生 じた者と規定する。SAVに は独覚 と
無上正覚仏に全 く同じ規定がなされているが,そ れを両者が同一の境地 との見
解と見るべ きか,記 述に誤 りがあるのかは今判断はできない。
次に,阿 羅漢の退転 不退転について正量部はどのように考>xた のかを眺め
てみたい。
「それ ら 〔六種の阿羅漢〕の中,退 転する有法者は,果 を退転する者であ
るけれ ども他の 〔五種の〕阿羅漢は 〔退転 し〕ないのである。それは,ま
た通達(rtogspa)の 区別か らであって,等 至(snyomsbar'jugpa)
の区別からということを説けば,そ のことか ら 〔その他の阿羅漢も〕退転
するのである。 〔しかし〕正覚仏は,そ れか らも退転 しないの であ り,
〔それは〕遍 く失念のない(kunnasbsnyelbamedpa)有 法者である
が故である。」(D.237b4-5,P.170a6-8)
ここには,二 つの立場か ら阿羅漢の退転,不 退転が説かれている。即ち,通 達
の区別か らは退転する有法者(退 法)だ けが退転し,他 は不退転である,と す
る。等至の区別か ら見れば六種の阿羅漢すべてが退転するが,唯 一・不動の有法
者(不 動法)の 中の無上正覚仏だけが不退転 とされる。 このような見解は,説
ロの
一切有部の性 と果か らの退,不 退説 とも相違し,正 量部固有の説のようである。
〔5〕 その他 一五現 観説
正量部の聖諦現観説については未だ知られることのなかった説である。SA
Vに 詳述 されているので,こ こで紹介してみたい。先ず,現 観の意味を次のよ
うに規定する。
厂現観(mngonparrtogspa)の 意味は何であるのか,と 言えぽ 〔それ
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につ いて 〕 説 こ う。 世 第 一法('jigrtenpa'ichoslncho9)と,第 十 三 の
果 の心 と,十 二 の 智(shespa)と,聖 諦 の所 知(shesbya)を 修 行 者 が
現 前 に観 察 す る こ とで あ る。」(D.235a4-5,P.167a4-5)
即 ち,四 善 根 位 の 最 高 の法 で あ る世 第 一 法 と,見 道 にお け る十 二 の 智 と,第 十
三 果 の心 で あ る修道 に お け る欲 界 の智 を 主 と して現 観 智 と規 定 して い るが,こ
こで有 漏 道 で あ る世 第 一法 を も現 観 智 として い る点 は見 道 に入 り無 漏 智 に よっ
て 四諦 の理 を 観 察 す る とい う説 と異 な り,正 量 部 固有 の説 で あ る と言}xる で あ
ろ う。
この現 観 は次 の よ うな 五種 に分 類 され る。
(1)見(mthongba)の 現 観(2)断(spangspa)の 現 観(3)証
(mngondubyedpa)の 現 観(4)遍 知(yongssushespa)の 現 観
(5)修 習(sgompa)の 現 観
これ ら五種 の現 観 は,更 に 見 の 現 観 が 四種 に,断 の現 観 が 四種 に,証 の現 観 が
二種 に,遍 知 の現 観 が 九種 に,そ して修 習 の現 観 が 四種 に分 類 され て い る。
これ らを表 示 して纏 め る と次 の よ うに な る。
一(1)所 縁(dmigs)を 能取 す る 見
(1)見 の 現 観 一 一(2)現 前 を能 取 す る見
一(3)義(don)の 観 察 の見
一(4)相(mtshannyid)の 見
一(1)(?)(rnamparrengspa)の 断
(2)断 の 現 観一 一(2)欲 貪 の 断
一(3)減(,gribpa)の 断
一(4)滅(,gogpa)の 断
一(1)身 証(luskyimngondubyedpa)を 獲 得す る こ と
(3)証 の 現 観ヨ
ー(2)智 慧 に よる簡択(sosorrtogspa)
一(1)集 〔諦 〕 に お け る法 智 の遍 知
一(2)集 〔諦 〕 に お け る類 智 の遍 知
一(3)滅 〔諦 〕 にお け る法智 の遍 知
一(4)滅 〔諦 〕 に おけ る類 智 の遍 知
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(4)遍 知 の 現 観一 一(5)道 〔諦 〕 に おけ る法 智 の遍 知
一 ⑥ 道 〔諦 〕 にお け る類 智 の遍 知
一(7)修 道 にお け る欲 〔界 〕 の貪 りを離 れ る こ との遍 知
一(8)修 道 にお け る色 〔界 〕 の貪 りを離 れ る こ との遍 知
一(9)修 道 に お け る無 色 〔界 〕 の貪 りを 離 れ る こ との 遍 知
一(1)生(skyeba)の 修 習
(5)修 習 の現 観一 一(2)修(kuntubrtenpa)の 修 習
一(3)守(sbaspa)の 修 習
_(4)遠 離(rnamparldogpa)の 修 習
こ の よ うな五 種 に分 類す る正 量 部 の現 観 説 を,説 一 切有 部 の現 観説 と比Xす
る と興 味 深 い 異 同 が あ るこ とが 判 る。 説 一 切 有 部 の現 観説 は,所 謂 見 現 観 と縁
ゆ
現観と事現観の三現観説であ り,こ の中,事 現観 の事は 〔苦の〕遍知と 〔集
の〕永断 と 〔滅の〕作証と 〔道の〕修習の四種に分類されてい鷺。三現観説そ
れ自体は正量部 と大きく異なるものであるが,し かし事現観の四種の事業 とそ




対応 していることになる。ただ,判 る範囲でその内容を比較すると,見 現観は
ロの
『倶舎論』に 「無漏の慧が諸の諦境に於いて現見すること分明なる」と規定さ
れるに過 ぎず,細 部にわたる比較は無理であ り,ま た証に関しても見証と得証
なお
の二種が説かれるが,一 致しているとも思えない。いずれにしても,正 量部の
五現観説は少なくとも字句の上か らは説一切有部の三現観説 とは異 な るもの
の,そ れを組み5ﾄ直 した如 き説 と解釈できるかも知れない。
-17一
仏教学会紀要 第4号
チ ベ ッ ト語 訳SAV第21章 「聖 諦 決 択 」(2)
一 見道,修 道,無 学道一
デ ル ゲ版(D)233b2～240a7
北 京 版(P)165a4～173b6
そ の 〔世 第 一 法 〕 か ら上 方 に お い て 何 が生 起 す るの か,と 言 え ば 〔それ に つ
い て 〕 説 こ う。 即 ち,そ の 世 第 一 法 か ら連続 して 修 行 者 が諸 諦 に 随入 す る こ と
か ら,欲 界 に 属す 苦 〔諦 〕 に お い て 無 漏 の法 智(chosshespa)が 生 じ るの で あ
る。 そ こで,法 とは法 性 のみ の こ とで,そ れ か ら生 じつ つ,心 か ら 〔生 じ〕 な
い こ とに よ って,そ れ 故 に法 智 が 生 じるの で あ る。 法 とい うこ とが 苦諦 の こ と
で,そ れ が最 初 に知 られ る の が法 智 で,或 い は法 は即 ち 四聖 諦 の こ と 〔を い う
の〕 で あ る。 そ れ らは先 ず欲 界 は無 常 であ る とい うこ とが 無 漏 の智 で あ り,そ
の 〔智 〕 が 法 智 で あ る。 苦 〔諦 〕 に お け る法 智 は 正智(yangdagParrdzogs)
で,〔 そ こに〕 住 す る修 行 者 は 異 生 性(sososkyebonyid)を 滅 しつ つ,そ
れ を 滅 して か ら聖 な る因 で あ る八 〔輩 〕 の最 初 とな る こ とに よ って,〔 阿羅 漢
果 か ら数 え て第 〕 八 とい うこ とが 説 か れ るの で あ る。即 ち,預 流 果 〔を得 る〕
目的 で 〔そ の流 れ に 〕 入 る こ と な ので あ る。
苦 〔諦 〕 に お け る法 智 が 完 全 に成 就 す る(yangdagParthobpa)時,輪 廻
の因(rgyu)で あ る欲 界 繋('dodpanaspyodpa)の 苦 〔諦 〕 に 属す る(P・
165b)十 の 随 眠 の煩 悩 を 断つ(spongba)の で あ る。 即 ち次 の如 くで あ る。
貪,瞋,慢,無 明,邪 見,有 身 見('jigtshogslaltaba),辺 執 見 ・ 見取 ・戒 禁
取,疑 で あ る。 非 随 眠 は 二十 が す べ て とな る。即 ち次 の如 くで あ る。 不 信,無
くの
慚,誑,諂,不 察,掉 挙,放 逸,僑,無 愧,大 執 覆,棔 沈,下 劣,懈 怠(le
Io),(D。234a)睡 眠,嫉,悔,慳,不 忍,恨 で あ り,そ の 〔法 智 〕 は これ らの
煩 悩 を 断 つ の で あ る。
苦 〔諦 〕 に お け るそ の法 智 に続 い て,類 智(rjessushespa)が 生 じ る 目的
か ら苦 〔諦 〕 に 観 察智(rtogspa'ishespa)カ ミ生 じる の で あ る。 ど の よ うに し
てか と言>xぽ,そ れ ら 〔法 智 と類 智 が生 じるの 〕 と同 様 に,そ れ に よって 推 し
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て 知 る べ き で あ る(dedagbzhindu'disdebzhinduIhagma'o),と い う こ
ゆ
とが な け れ ぽ智 が 生 じる こ とは な い の で あ る。 そ れ に よ って 類 智 が成 就 す る 目
的 か ら観 察 智(sosorrtogPa'ishespa)が 生 じるの で あ る。 そ れ は,ま た断
じる もの を 見 る こ とで 煩 悩 を 能解 す る こ と('jigbyed)は な い の で あ る。
観 察 智 に連 続 して 苦 〔諦 〕 に類 智 が 生 じる ので あ る。 それ が 生 じる 時,随 眠
性 の瞋 を 除 く色 〔界 〕 に 属 す る九 つ と,非 随 眠 の十 一 を 断 つ の で あ る。 即 ち次
の如 くで あ る。 不 信,無 慚,誑,諂,不 察,掉 挙,放 逸 僑,無 愧,大 執 覆
で あ る。 そ の 〔随 眠 〕 と この 〔非 随 眠 と〕 で 〔断 た れ る〕煩 悩 は二 十 とな る の
で あ る。 無 色 〔界 〕 に 属 す る もの は,随 眠 が 九 で,非 随 眠 が八 で あ る。 即 ち次
の如 くで あ る。 不 信(P.166a)な どそ の もの で あ る。 そ の 〔随 眠 〕 と 〔非 随 眠
と〕 で十 七 の煩 悩 を 断 つ の で あ る。
そ の よ うに,苦 〔諦 〕 に お いて この 〔法 智,観 察 智,類 智 の〕 三 つ の智 が す
べ て生 じ るの で あ る。 そ れ に よって ,三 界 〔各k三 十,二 十,十 七 の計 〕 六十
七 の煩 悩 を 断 つ の で あ る。 他 の三 諦 に お い て 〔も同様 に〕 各k智 は 三 つ づ つ 生
じる の で あ る。
そ れ に 従 って,集 〔諦 〕 に おけ る法 智 が 成就 す る 時,有 身 〔見 〕(lusla
の
dampa),辺 執 〔見〕,戒 禁 取 を 除 く欲 〔界 〕 に属 す 七 つ の 随 眠 と,非 随眠
が 不 信 な ど二 十 で,そ れ ら二 十 七 の煩 悩 を 断 つ の で あ る。 それ に従 っ て,集
〔諦 〕 に お け る類 智 が 生 じる時,有 身 〔見〕,辺 執 〔見〕,戒 禁 取,瞋 を 除 く六
つ の随 眠 と,十 一 の非 随 眠 が 〔煩 悩 の〕 す べ て であ る。即 ち次 の如 くで あ る。
不 信,無 慚,誑,諂,不 察,掉 挙,放 逸,(D.234b)僑,無 愧,大 執,覆 で
あ る。 無 色 〔界 〕 に属 す もの は,随 眠 が 六 つ と,非 随 眠 が八 で あ る。 即 ち次 の
ゆ
如 くである。不信,無 慚,誑,諂,不 察,掉 挙,放 逸 僑であり,そ れ ら十四
の煩悩を断つのである。集 〔諦〕のすべての智において 〔三界で各k二 十七,
十七,十 四の計〕五十八の煩悩 〔を断つ〕のである。
それに従って,滅 〔諦〕の智において 〔も〕五十八 〔の煩悩を断つもの〕と
なるのである。
それに従って,道 〔諦〕における法智が成就する時,そ こにおいて有身,辺




(P.166b)そ こに有身 〔見〕,辺 執見,瞋 を除く色 〔界〕に属す七つの随眠 と,
十一の非随眠が 〔所断の煩悩〕である。その 〔随眠〕とこの 〔非随眠と〕で無
色 〔界〕に属するものは,七 つの随眠と,非 随眠が不信などから放逸までの八
くみ
つ で あ る。即 ち次 の如 くで あ る。 道 〔諦 〕 の智 に お い て 六 十 一 の煩 悩 を断 つ の
で あ る。
以 上 か ら,〔 智 は〕 苦 〔諦 〕 に おけ る法 智 に始 ま り,枚 挙 す る と道 〔諦 〕 に
お け る類 智 〔まで の 〕十 二 で あ る。 〔即 ち,〕 苦 〔諦 〕 に お け る 法 智 と,苦
〔諦 〕 に おけ る観 察 智 と,苦 〔諦 〕 に おけ る類智,そ して集 〔諦 〕 に お け る法
智 と,集 〔諦 〕 に お け る観 察 智 と,集 〔諦 〕 に お け る類 智,そ して 滅 〔諦 〕 に
お け る法 智 と,滅 〔諦 〕 に お け る観察 智 と,滅 〔諦 〕 に お け る類 智,そ して 道
〔諦 〕 に おけ る法 智 と,道 〔諦 〕 に お け る観 察 智 と,道 〔諦 〕 に おけ る類 智 で
あ る。
そ れ に 続 い て,第 十 三 は,果 の心 で あ り,煩 悩 を 滅 す る こ と('jomsbyed)
は な いの で あ る。 それ に よっ て,欲 〔界 〕 に お いて貪 を 離 れ ない 修 行者 を,決
定 し て預 流 果(rgyunduzhugspa'brasbu)の 心 と規 定 す る ので あ る。 そ の果
くの
の心 性 が 世 間道('jigrtenpa'ilam)に よ る欲(D.235a)界 に お け る貪 りを
くの
離 れ る こ と半 ぽ(phyedpa)〔 の 修 行 者 〕 を決 定 して 一 来 果(lancigPhyir
'ongba'i'brasbu)〔 の 〕心 と規 定 す る ので あ る
。 そ の第 十 三 の心 性 が,世 間
道 に よる欲 〔界 〕 にお け る貪 を 離 れ る修行 者 を 決 定 して不 還 果(phyirmi'ong
ba'i'brasbu)の 心 と規 定 す るの で あ る。 同様 に,欲 〔界 〕 と色 〔界 〕 にお い
て貪 を 離 れ る決 定 をす る修 行 者 のそ の(P.167a)第 十三 の 果 の 心 は,不 還 果 の
心 と規 定 され る の で あ る。
また 〔説 か れ る。〕
『そ の 〔世 第 一法 〕 に連 続 して,苦 〔諦 〕 に おけ る無 漏 の法 智 は,そ こに
住 す る異 生 の地 界(samtshams)を 渡す の で あ り,〔 そ して 〕 第 八 とな
　わ
るの で あ る。 聖 者 の 果 〔を 得 る〕 目的 で 預 流 で あ る。 法 智,観 察 智 とい う
〔智 〕か ら 〔類 〕 智 が 随 生 す る。 同様 に,因(rgyu)と 寂 静(zhiba)
〔と〕方 便(thabs)〔 の〕 三 〔諦 〕 に お いて 三 智(blo)が 次 第 に よって
一20一
正量部 の修行階梯
〔生 じる の〕 で あ る。そ れ に 続 い て,第 十 三 〔心 の〕 智 な ど は過 失(sky-
on)を 断 じない の で あ る。 そ の心 は 果 が 三 つ とな り,〔 即 ち〕 貪 りを伴 う
もの,〔 貪 りの 〕 半 ばを 伴 うもの,〔 そ して 〕貪 りを離 れ た も の で あ る。』
と説 か れ て い る。
現 観(mngonparrtogspa)の 意 味 は 何 で あ る のか,と 言 え ば 〔そ れ に つ
くあ
い て 〕 説 こ う。 世 第 一 法('jigrtenpa'ichosmcho9)と,第 十 三 の 果 の心 と,
十 二 の智(shespa)と,聖 諦 の 所 知(shesbya)を 修 行 者 が 現 前 に 観 察 す る
こ とで あ る。
また 〔説 か れ る。〕
ゆ
『こ こで,そ の 如 く現 観 は 智 〔と〕 所 知 を 平 等 に 観察 す る こ と 〔で あ
る〕。』
と説 か れ て い る。
そ の 現 観 は,ま た 五 種 で あ る。 即 ち,見(mthongba)の 現 観 と,断(spangs
pa)の 現 観 と,証(mngondubyedpa)の 現 観 と,遍 知(yongssushes
pa)の 現 観 と,修 習(sgompa)の 現 観 で あ る。
また 〔説 か れ る。〕
『そ の 〔現 観 〕 は 五種 と認 め る。 〔即 ち〕 見 と,断(spongba)と,証
と,遍 知 と,修 習 で あ る』
と説 か れ て い る。
そ こで,見 とは 四 種 で あ る。 即 ち次 の如 くで あ る。 所 縁(dmigs)を 能取 す
る見 と,現 前 を 能取 す る見 と,義(don)の 観察 の見 と,相(mtshannyid)
の 見 で あ る。
.断は 四種 で あ る。 即 ち次 の如 くで あ る。(?)(rnamparrengspa)の
ロカ
断 と,欲(D.235b)貪 の 断 と,減('gribpa)(P.167b)の 断 と,滅('gog
pa)の 断 で あ る。 ゆ
証 は二 種 で あ る。 即 ち次 の 如 くで あ る。 身 証(luskyimngondubyedpa)
を獲 得 す る こ と と,智 慧 に よ る簡 択(sosorrtogspa)で あ る。
遍 とは,す べ て で あ る。 真 実 を 知 りつ つ,有 漏 を離 れ る こ とが 知 で あ り,
〔それ は 〕 九 種 で あ る。 即 ち次 の如 く で あ る。 集 〔諦 〕 に お け る法 智 の遍 知
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と,集 〔諦〕における類智の遍知と,滅 〔諦〕における法智の遍知と,滅 〔諦〕
における類智の遍知 と,道 〔諦〕における法智の遍知と,道 〔諦〕における類
智の遍知と,修 道における欲 〔界〕の貪 りを離れることの遍知と,修 道におげ
る色 〔界〕の貪 りを離れることの遍知と,修 道における無色 〔界〕の貪 りを離
こ　
れ る こ との遍 知 で あ る。
そ の修 習 は 四 〔種 〕 の 修 習 で あ る。 即 ち次 の如 くで あ る。 生(skyeba)の
修習 と,修(kuntubrtenpa)の 修 習 と,守(sbaspa)の 修 習 と,遠 離
(rnamparldogpa)の 修 習 で あ る。
こ こで,第 十 三 に よ る果 の 心 に住 す る修 行 者 は,後 生 の預 流 が七 度 で あ る。
〔そ れ は〕 始 終 のな い 輪 廻 の 大 海 の故 に,有(sridpa)の 住 処 は四 七 日で あ
る,と い う意 味 で あ る。 こ こで,四 七 日 とは,即 ち次 の如 くで あ る。 人 の極 七
有 生(sridpabdun)と,人 中(mi'ibar)の 極 七 有 生 と,天 の極 七 有 生 と,天
中(1ha'ibarma)の 極 七 有 生 で あ る。'
こ こで,預 流 果 の心 に おい て 果 に 含 まれ る静 慮 の道(bsamgtangyilam)
は無 漏 を獲 得 しつ つ 〔も〕,そ の 第十 三 の 果 の心 か ら反 対 に,欲 〔界 〕 に属 す
る纒 が(P.168a)生 じ る時,そ れ 〔が 生 じ る〕 故 に無 漏 の静 慮 の道 を獲 得す る
こ とは滅 す るの で あ る。
また 〔訪 か れ る。〕
『静 慮 の道 の 果 を獲 得す る こ とを 失 す る こ とは,こ こ に また 幾 分 か あ るの
で あ る。 そ こに,依 止す る(brtenpa)果 を獲 得 す る煩 悩 が 生 じるの で あ
る。』
と説 か れ て い る。
そ れ に よっ て,道 が 二 種 説 か れ る こ とに な るの で あ る。即 ち 次 の如 くであ る。
(D.236a)有 漏 と無 漏 で あ る。 そ の 中,有 漏 は 四 〔種 〕 で あ る。即 ち次 の如 く
ロゆ
で あ る。 忍 を思 択 す る こ と と,名 の想 と,相 の想 と,世 第 一 法 で あ る。 無 漏 の
道 は 二 〔種 〕 で,〔 即 ち〕 見 道(mthongba'ilam)と 修 道(bsgompa'i
lam)で あ る。 そ の 中,見 道 は苦 諦 な どの十 二 の智 が 〔既 に〕 説 か れ た の で あ
る。
〔こ こで は 〕 修 道 が 説 か れ るべ きで あ る。 も し,〔 見 道 に〕 従 って 修 行 者 が
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〔四 〕 諦 を 見 る こ とを獲 得す る こ とに よ って,そ の よ うに 見所 断(spangbar
byaba)の 随 眠 な ど輪 廻 の 因 を 伴 う も の で あ る 欲 貪('dunpachagspa)
を 断 じる こ と と,遍 知 〔に よって 〕 断 じる こ とな どの根 本 が な い こ とに よ って
〔存 在 す る〕 な らぽ,〔 そ こ で〕 何 を なす の か,と 言 え ば 〔そ れ に つ い て 〕 説
こ う。 有(srid)に お い て輪 廻 が 回 る('jugpa)こ とが,輸 こお いて 苦 が 回 る
こ とな の で あ る,と 知 られ るべ き なの で あ る。即 ち,〔 修 道 は 〕 修 所 断 〔の 煩
悩 〕 が 輪 廻 の 因 で あ る こ とに よって 随 眠 な ど 〔輪 廻 〕 の因 を 伴 うもの を 断 じ る
故 に,〔 そ して 〕 見 の 真実 性(dekhonanyid)を 幾 度 とな く勤(rtsolba)
の相 に よ って 修 道 を 行 な う(gomspa)意 味 か ら成 り立 つ(rtsompa)の で あ
る。
そ の 修 道 は 二 種 で あ る。 即 ち次 の如 くで あ る。覚 支(byangchubkyiyan
Iag)か ら生 じる も の と,覚 支 か ら生 じない もの で あ る。 そ の 中,修 道 が(P.
・:・)四 聖諦 の 他 の 中 の いず れ か 一 つ の所 縁 を能 取 す る こ とと,現 前 に お い て
決 定 す る こ との 成 り立 ち に よって 生 じ る こ とが,〔 覚 〕 支 を もつ もの で あ る。
修 道 が 麁(ragspa)と 寂 静(zhiba)な る相(rnampa)な どに よ る所 縁
〔即 ち〕 修 道 が そ れ ら 〔両 者 〕 の 相 〔を能 取 す る こ と〕,或 い は 清 浄 に よっ て
現 前 に お い て 決 定す る こ とが,覚 支 を もつ もの で は な い ので あ る。
ロの ロむ
そ こ で,す べ て が劣 な る道 に よ る時,三 心 が 和 合 す る こ と(nyebarbsags
pa)に よ り結(kuntusbyorba)を 断 つ の で あ る。 即 ち次 の 如 くで あ る。 劣
ロゆ
な る修 道 は 生 じる支(cha)と,〔 そ の〕 住 の支 と,〔 そ の 〕 滅 の支 が結 び付
ロの
い て結 を 断 つ の で あ る。 明勝 な(gsalba)修 道 は 生 じる支 に よっ て欲 〔界 〕
こお
に属 す る 修道 の断 じ られ るべ き結 をす べ て断 つ ので あ る。 同様 に,色 〔界 〕 に
属 す る結 をす べ て断 つ ので あ る。(D.236b)同 様 に,無 色 〔界 〕 に属 す る結
をす べ て 断つ の で あ る。 一 時 に,二 界 或 い は三 界 の 結 を 断 つ こ とは な い の で あ
る。
ゆ 　
そ こ で,欲 〔界 〕 に属 す貪 と瞋 と慢 と無 明 の相(mtshannyid)と 二 十 の非
随 眠 の相 の煩 悩 の纏 ま った諸 蘊 を,道 の 力 に よって 十 支 に 開 く支 〔の 中〕,最
初 に三 を 断 じる と,後 生(sridpathama)が 七 度 とな る の で あ る。 第 四 支 を
獲 得 す る者 は家 々(rigsnasrigs)で あ る。 第 四 と第五 を断 ちつ つ,断 じる者
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は 家kの み で あ る。 第 六 支 を 獲 得 す る者 は,一 来(lancigPhyir'ongba)
で あ る。 そ の 時,預 流 果 は 滅 す るの で あ る。 第 七 支 も また こ と もの で あ る。 後
の支 の三 を 断 じる者 は,一 種 子(sabongcidpa)で あ る。 欲 〔界〕 に 属 す 結
を 余す こ とな く(lnaluspa)断 ず る(P.169a)者 が 上 流(gongdu'phoba)
で あ り,欲 界 に おけ る貪 を 離 れ る不 還 で あ る。
色 〔界 〕 に 属す る貪 と慢 と無 明 の 随 眠相 と,不 信,無 慚,誑,諂,不 察,掉
挙,放 逸,僑,食 不 調 性 の非 随 眠 相 を 一纏 め に して,色 〔界 〕 に 属す る結 は,
先 述 の如 く十 種 〔の支 に開 く〕 ので あ る。 そ こで の支 は,最 初 に 三 を 断 じる者
が 上 流 な の で あ る。 他 の二 支 を 断 じる者 は,有 行 般 〔涅 槃 〕('dubyeddang
ゆ
bcasnasyongssumyanganlas'da'ba)と な る ので あ る。 他 の二 支 を断
じる者 は,無 行 般 〔涅 槃 〕('dubyedmedparyongssumyanganlas'da'
ba)で あ る。 他 の また 二 支 を 断 じる者 は,生 般 涅 槃(skyesnasyongssumya
nganlas'da'ba)と な る の で あ る。 第十 支 を獲 得 す る者 は,中 般 涅槃(bar
rnadoryongssumyanganlas'da'ba)で あ る。 第 十 支 を 完全 に 断 じる者
は,二 界 に お け る貪 りを離 れ る不 還 であ る。
無 色 〔界 〕 も また貪 と慢 と無 明 の随 眠 相 と,不 信 な ど 七 と僑 を 伴 う 〔非 随
眠〕 相 の結 は,先 述 の 如 く十種 〔の支 に開 く〕 の で あ る。 プ ト ガ ラ は ま た 四
〔種 〕 で あ る。(D.237a)即 ち,中 般 涅 槃 を 除 い た 者 で あ る。 そ こで,無 色
〔界 〕 に おい て貪 りを 離 れ れ ば,中 般 涅 槃 が ない 者 〔とな り〕,或 い は な い 者
で あ っ て,同 様 に 無 色 〔界 〕 に お い て 色 を 離 れ る 故 に,〔 そ して 〕 行 くべ き
(bgrodbya)境(yu1)が な い故 に,中 有 が な い 者 で あ る。 それ に よって,中
般涅 槃 が な い者 〔とな る〕 ので あ る。
また 〔説 か れ る。〕(P.169b)
『色 〔界 〕 の貪 りを 完 全 に離 れ る故 に,無 色 〔界 〕 に お い て 中有 が ない。
〔欲 界 や 色 界 〕 に 存 在 しな い こ とに よって 〔中 般 〕涅 槃 の な い有 が こ こに
あ る。』
と説 かれ て い る。
断 じる プ トガ ラ の規 定 は,色 界 の如 くであ る。 後 の三 支 が 生般 浬 槃 で あ る と
い うこ とが,〔 両 者 の〕 区別(khyadpa)で あ る。
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こ こで,修 道 は何 で あ る のか,と 言 え ぽ 〔それ につ いて 〕説 こ う。 そ こで,
欲 〔界 〕 に 属 す諸 法 を遍 知 す る こ と(yongssushespa),そ の支 が 無 漏 な る




こと,そ の支が無漏で,〔 そして〕無常などの相によって作意す る こ とに よ
り,欲 〔界〕 と色 〔界〕に属す修所断の煩悩を断つのである。無色 〔界〕に属









る こ と が 阿 羅 漢 で あ る 。 そ の 阿 羅 漢 は,ま た 六 種 で あ る 。 即 ち 次 の 如 く で あ る 。
退 転 の有 法 者(yongssunyamspa'ichoscan)と,死 を 思 念 す る 有 法 者
('chibarsemspa'ichoscan)と,護 持 の 有 法 者(rjessusrungba'ichos
¢9
can)と,住 処 が動 か な い者(gnaspamiskyodpa)と ,(P.170a)現 起
(D.237b)の 分 を有 す る者(mngondubyedpa'iskalbacan)と,不 動 の
有 法 者(mig・yoba'ichoscan)で あ る。 こ こで,退 転 の有 法 者 は,果 を 退 転
す る分 を 有 す る者(skalbacan)で あ る。 死 を 思 念 す る有 法者 は,自 害 を 欲
す る分 を 有 す る者 で あ る。 護 持 の 有 法 者 は,〔 阿羅 漢 〕 果 を 護 持 す る分 を 有 す
る者 で あ る。 住 処 を観 察 す る者(rtogpa)は,住 処 の分 を 有 す る者 が 退 転 しな
い と共 に 現 起 しな い こ とで 〔も〕 あ る。 現 起 の分 を有 す る 者 は,不 動 が現 起
す る分 を 有 す る者 で あ る。 不 動 〔の有 法〕 者 は,そ れ に よ って無 生 の智(mi
skyeba'iyeshes)が 生 じる者 で あ る。 そ の不 動 の 有 法 者 は主 種 で あ る。 即 ち
次 の如 くで あ る。 声 聞 覚 と,独 覚 と,無 上 正 覚 仏 で あ る。 も し,不 動 が どの よ
うで あ る のか,と 言 うな らば 〔それ につ いて 〕 説 こ う。 煩 悩 を無 生(miskye
ba)と 智 る こ とが不 動 で あ る こ とは,声 聞 の 〔不 動 〕 で あ る。 雑 染(kunnas






とは,世 尊 仏 〔の不 動 〕 であ る。 そ れ らの 中,退 転 す る有 法 者 は,果 を 退 転 す
る者 で あ るけれ ど も他 の 〔五 種 の〕 阿羅 漢 は 〔退 転 し〕 ない の で あ る。 それ は
また 通 達(rtogspa)の 区 別 か らで あ って,等 至(snyomsbar'jugpa)の 区
別 か ら とい うこ とを説 け ば,そ の こ とか ら 〔そ の 他 の 阿羅 漢 も〕 退 転 す るの で
あ る。 〔しか し〕 正 覚 仏 は,そ れ か ら も退 転 しな い の で あ り,〔 それ は 〕 遍 く
失 念 の な い(kunnasbsnyelbamedpa)有 法 者 で あ るが故 で あ る・
も し,聖 教(lung)か ら四 果 を説 くの で あ れ ば,〔 そ れ は 〕即 ち次 の如 くで
あ る。 預 流 果 と,(P.170b)一 来 果 と,不 還 果 と,阿 羅 漢 果 で あ る。 こ こで,
果 に関 して 数 多 くの解 釈(bshadpa)に 相 違('galba)が あ る とい うな らば,
〔それ に つ い て 〕 説 こ う。 相 違 は な い ので あ り,他 の者 は,四 果 の区 別 を 認 め
る こ とに よって,果 が 〔これ 以 上 〕多 くに な らな い 〔た め に,こ の〕 区 別 が 生
じた もの と言 うの で あ る。 そ の時,そ の よ うな果 は,そ の 区 別 が何 で あ る のか
と言 え ば,〔 それ につ い て説 こ う。〕 預 流 〔と〕 の 区 別 は家 々 で あ る。 一 種 子
は 一 来 〔と〕 の 〔区 別〕 で あ る。 色 界 に お け る(D.238a)不 還 の 五 〔種 〕 の
区 別 は,次 の如 くで あ る。 即 ち,上 流 と,有 行般 涅 槃 と,無 行 般 涅 槃 と,生 般
涅 槃 と,中 般 涅 槃 で あ る。 無 色 界 にお い て は 中般 涅 槃 を除 いて,四 つ とい うこ
とで,区 別 は 九 〔種 〕 で あ る。 阿羅 漢 が 六種 で あ る こ とは,先 述 の如 くで あ
る。 そ れ に よ って,見 所 断 の 煩 悩 を断 じた 仏 と独 覚 に は 区 別 は な い の で あ る。
そ 〔の区 別 〕 は,こ の有(srid)に おけ る聖 道 の 現 観 の 次 第 な の で あ る。
外道(phyirolgyilam)の 修 行 者 は欲 〔界 〕 に お い て 行 じて 修所 断 の煩 悩 を
　
一分 断 じ
,見 所 断 の煩 悩 を 断 じる こ とか ら,〔 そ の 〕 第 十 三 は 果 の心 に お い て
一 来 で あ る。 この とこ ろ に は,預 流 果 の 後 に 〔続 い て〕 入 る こ と,家 々(rigs
nasrigssuskyeba)の 流れ に入 る こ とな どは な い の で あ る。 同 様 に,欲 界 の
修(P.171a)所 断 の 〔煩 悩 〕 を残 らず 断 じて,そ の如 くに 見所 断 の 煩 悩 を 断 じ
る こ とか ら,第 十 三 の 〔果 の 〕心 は不 還 とな るの で あ る。 この ところ に は,一
　む
来 と一種子はないのである。同様に,欲 界と色界の修所断の煩悩を断 じること




つ の す べ て の不 還 は な い ので あ る。 欲 界 に お い て は 中般 涅 槃 を 除 い て,す べ て
は 四 つ の 不 還 で あ る。 そ れ に よ り,外 道 に よる二 界 の修 所 断 の 煩 悩 を 断 じ るの
で 色 あ る。 無 〔界 〕 繋(gzugsmedpanaspyodpa)の 修所 断 の 煩 悩 を 断 じ
る こ とが で きる こ とは な いの で あ る。 法(D.238b)が か くの 如 くで あ る こ と
に よ って で あ る。 聖 道('phagspa'ilam)に よっ ては,三 界 す べ て を 断 じる
こ とで あ る とい う規 定 は 正 理(lugsbzangpo)で あ る。 これ は,正 に声 聞 の
am
修 道 に よ って 煩 悩 を 断 じる道 理(tshu1)で あ る。 独 覚 乗(rangsangsrgyas
がけ
kyithegpa)は,ま た 外 道 に よる欲 〔界 〕 と色 〔界 〕 に お い て 行 じて修 所 断 の
ゆ
煩 悩 〔を 断 じる こ と〕 か ら,そ れ に従 っ て見 所 断 の煩 悩 を 断 じて,聖 道 に よる
無 色 〔界 〕 繋 を 断 じて,独 覚 の菩 提 を現 起 す る(mngondubyed)の で あ る。
大 諸 菩 薩(byangchubsemsdpa'chenpornams)は,三 万劫(P.171b)に
お い て 六 波 羅 蜜 を 行 ず る こ とに よっ て福 と智 の資 糧(yesheskyitshogs)を
積 ん で か ら兜 率 〔天 〕 な どに 住 し,妙 な る菩 提(byangchubsnyingPo)Yこ 入
にあ
り,天 魔(lha'ibu'ibdud)を 克 服 して か ら,順,逆 の 縁 起 を完 全 に観 察 して
忍 の 行 な どを 成 就 し,三 界 の 見所 断 の煩 悩 を 断 じる こ とか ら,第 十 三 心 が 欲
〔界 〕繋 の 修所 断 の 煩 悩 を 断 じる こ とに よ り,欲 〔界 〕 の 貪 を 離 れ る の であ
る。
第 十 四 〔心 〕 が 色 〔界 〕繋 の修 所 断 の煩 悩 を 断 じ る こ とに よ り,色 〔界 〕 の
貪 りを 離 れ るの で あ る。
第十 五 心 が 無 色 〔界 〕繋 の修 所 断 の 煩 悩 を 断 じ る こ とに よ り無 色 界 に お け る
貪 りを 離 れ る こ とを な す こ とか ら,第 十 六 心 は 努 力す る(btsalbyayinpa)
こ とに よ って 〔得 た 〕 道 で あ る。 〔そ れ は 〕 無 学(mislobpa)果 の 状態
(gnasskabs)で あ り,通 達 の す べ て の 区 別 を 得 て,阿 羅 漢 性 を 得 る心 で あ
る。 そ の こ とを完 全 に成 就 す る こ とに よ って無 上 正覚 とな る とい うこ とで あ る。
現 観 智(mngonparrtogspa'ishespa)が 第 十 二 と第 十三 な どの 四 つ の心
とで 〔計 〕十 六 〔心 〕 に よって 仏 性(sangsrgyasnyid)Gこ 安 住 す る とい う
こ とで あ る。
また 〔説 か れ る。〕
『如 来 の三 昧 は,金 剛喩 〔定 〕 の心 の分 に よって す べ て の 漏 を 断 じ る カ
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〔を もつ もの 〕 で あ るが,非 有(misridpa)の 故 に,そ れ は それ に よっ て
で は ない の で あ る。 』(D.239a)
と説 かれ てい る。
この意 味 は,金 剛 喩 定(rdorjeltabu'itingnge'dzin)と 相 応 す る もの が
如 来(P.172a)〔 とい うこ と〕 で あ る。 心 の分 に よって とい う こ と は,金 剛
喩 定 と相 応 す る心 の生 起 の部 分 に よ っ て 〔とい うこ と〕 で あ る。 す べ て の漏
(zagpa)と い うこ と は,煩 悩 〔とい うこ と〕 で あ る。 ヵ とい うこ とは,利 行
(donbyedpa)〔 とい うこ と〕 で あ る。 それ は そ れ に よ って で は な い とい うこ
とは,そ の 如 くで あ る とい え ども断 じな い とい う意 味 で あ る。 何 の故 にか と言
え ば,非 有 の故 に で あ る とい うこ とで あ る。 それ で は,非 有 の意 味 は 何 で あ る
のか,と 言 え ぽ 〔そ れ に つ い て〕 説 こ う。 即 ち,他 と異 な らない 修 習 の故 に,
おあ
一 つ に よって 断Lる こ との な い二 界 の非 同 類(skalmimnyam)で な い そ の故
に,仏 は十 六 刹 那 性 とい うこ とで あ る。 この 意味 は,他 に よっ て断 じる こ とは
な い 〔とい うこ と〕 で あ る。 そ の故 に,世 尊 に よ る力 〔で 〕 も他 の相 続(rgy-
ud)に よ る煩 悩 を滅 除 す る(selba)こ とは な い の で あ る。 それ で は,心 の 一
部 分 に よ って 自己 の相 続 を 滅 除 す るの か,と 言 えば 〔そ れ に つ い て〕 説 こ う。
即 ち,修 習 で あ るが 故 に,一 つ に よ って二 界 の断 は ない ので あ る。 それ 故 に,
修 習 で あ って も一 心 に よっ て二 界 の 修所 断 を断 じる こ とが 非 有 〔とい うこ と〕
　
で あ る。 同 様 に,修 道 に よって 非 同 類 で あ り,見 所 断 の煩 悩 を 断 じ る こ とが 非
有 〔とい うこ と〕 で あ る。 そ の故 に とい うこ とが,非 有 の故 に とい うこ とで あ
る。 仏 性 は,十 六 刹 那 〔に よっ て得 られ る もの〕 で あ り,第 十 三 〔心 で〕 は な
い の であ る とい う意味 で あ る。
それ では,見 所 断 も外 道 が 断 じ るのか,と 言 え ば 〔そ れ につ いて 〕 説 こ う。
即 ち,聖 者('phagspa)は,二 道 と も と,欲 〔界 〕 に 属 し色 〔界 〕 に 属 す 修所
ﾟN
断を断 じるのである。聖者でない者であるが,外 道は欲 〔界〕 に属す 修所断
と,色 〔界〕に属す修所断を(P.172b)断 じるのである。無色 〔界〕に属する
もの 〔を断 じること〕はないのであり,そ れは聖道性によって断 じられるもの
であるが故である。
それでは,外 〔道〕と聖道 〔の〕相の区別は何であるのか,と 言えば 〔それ
一28一
正量 部の修行階梯
につ い て 〕 説 こ う。 即 ち,寂 静(zhiba)と 麁(ragspa)の 相 が 外 道 で あ る。
そ の如 く,欲 界 は 麁 で あ る,(D.239b)と い うこ とが麁 の相 で あ る。 色 界 は
寂 静 で あ る,と い うこ とが寂 静 の相 で あ る,と い うこ とな どで あ り,外 道 には
多 くの相(rnampamang)が あ る。 聖 者 は 四相 で あ る。 即 ち次 の如 くで あ
おの
る。 無 常 の相 と,因 性 の相 と,常 の相 と,出 離(ngespar'byinpa)の 相 で あ
る。 この こ とは,ほ ん の少 し前 に詳 細 に説 か れ た の で あ る。
また 〔説 かれ る。〕
r浄 信(dad),精 勤(brtson),念(dranpa),智 慧(shesrab)と 定
おう
(ting'dzin)な どは先 に 〔説 き〕導 い た の で あ る。 道 は 漏 を 断 じるそ の
こ と に よっ て空(stongPa)の 対 治 な る も の(phyirrgolba)〔 で あ る。〕』
と説 か れ て い る この 道 が聖 道 で あ る。 そ の こ とに よ って とい うこ とは,聖 道 に
よっ て 〔とい うこ と〕 で あ る。 空 とい うこ とは,充 足 して い な い こ と(mats-
hangba)で あ る。対 治 な る もの とい うこ とは,外 道 の解 脱 に よって 現 出す る
ちの
m穗ava(ngargyaba)〔 と〕�'svara(dbangPhyug)な ど,そ し てvy龝a
(by龝a)とva'sistha(bashista)仙 人 な ど の も の で あ る 。
こ の よ うに,ま た 〔外 〕 道 が 二 相 に よ っ て も 欲 界 に お け る 貪 りを 離 れ る こ と
は,す べ て の 色 界 に 生 じ る こ と で あ り,〔 た だ し〕 大 梵 天(tshangspachen
ゆの
po)と 無 想 有 情('dushesmedpa'isemscan)は 除 くの で あ る。 聖 者 は不 還 性
を 〔有 し〕 色 界 に おけ る貪 りを離 れ る こ とを 獲 得 す る時,無 色界 に生 じる の で
あ る。 そ れ で は,無 色 界 に お け と貪 を 離 れ る こ の聖 者 は,ど の よ うに して 〔無
色 界 を 出 離 す る〕 のか,と 言>z..ば 〔そ れ に つ い て 〕 説 こ う。 即 ち,も し よ く燃
え る鉄 の(P.173a)丸 が 非常 に太 くて 大 きな 薪 に 入 れ られ る時,そ れ らの薪 は
　
残 らず燃 えて灰 とな るの で あ るが,薪 の 熱 性 は 次 第 に冷 た くな る ので あ る。 そ
の 如 くに,聖 な る声 聞 が鉄 丸 の こ とで あ るが,苦 〔諦 〕 に おけ る法 智 な ど の道
の 火 が よ く燃 え る中,煩 悩 の太 くて 大 きな 束(phungpo)で あ る 見 〔所 断 と〕
修所 断 〔の煩 悩 〕 を 〔火 の 中 に〕 入 れ る 時,そ れ らが 残 らず 最 後 ま で 燃 え た
後,煩 悩 の薪 は寂 静 〔とな るの〕 で あ るが,〔 しか し,ま だ 鉄丸 が 〕 残 り火 の
あ る涅 槃(kuntu'barbanyidphungPolhagmadangbcaspa'imyangan
las'daspa)の 界 に 住 す るの は,無 学 道 の 火 が 有 余 で あ る こ と に よ って であ
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る。 次 第 に,業 の異 熟 を残 らず 享 受(nyebarlongsspyod)し て か ら,自 己 の
おの
身 体 を 捨 て,残 り火 の(D.240a)な くな った 涅 槃(phungPolhagmamed
pa'imyanganIas'da'ba)Yこ 赴 くこ とに よっ て 〔鉄 丸 は〕 冷 た くな るの で
あ る。
〔また,説 かれ る。〕
『よ く燃 え る鉄 丸 の如 く,煩 悩 〔で あ る〕 薪 が よ く燃 え る こ とに よ って,
阿羅 漢 は有 余 〔涅 槃 〕 に住 す るの で あ り,〔 そ して〕 次 第 に冷 た くな るで
あ る。 そ の時,集 ま りの な い こ との,ま た そ の前 も滅 す る もの とな り,他
・の苦 は 生 じな い の で あ る
。 〔即 ち〕諸 因 が滅 尽 して い る故 であ る。』
と説 か れ て い る。
も し,そ の よ うに無 余 の涅 槃 の界 を 獲 得 す る時,天,或 い は人,或 い は そ の
他 とい うこ とは,ど の よ うに言 説 され るの か,と 言>xぽ 〔それ につ い て 〕説 こ
う。 即 ち,無 余 の涅 槃 は 苦 の諸 因が 寂 静 す る こ とに よっ て,取 す る こ とが な い
(nyebarlenpamedpa)故 に,六 趣 に住 す る こ とは な い ので あ る。 趣('gro
ba)が な い こ とに よって す べ て の言説(thasnyad)は 滅 す る(ldogPa)の で
あ る。 天 と人 とい うこ とな ど(P.173b)の 言 説 の 依 る と ころ が趣 で あ る。 そ の
故 に,す べ て の趣 が な い こ とに よ って,こ れ か,或 い は 他 の もの とい うこ との
言説 は,こ の解 脱 の故 に 滅 す るの で あ る。 例>xぽ,火 の燃 焼 な どのす べ て の言
説 の依 る とこ ろが 薪 で あ る。 そ の よ うに,取(nyebarlenpa)と 共 な る プ トガ
ラに は言 説 が す べ て で あ る。 〔そ こで は〕 取 す る こ とが ない こ とは な い の で あ
る。
また 〔説 かれ る。〕
r言 説 は残 らず そ の依 る ところ が趣 な る もの('grodngos)で あ る。 趣 が
な い 故 に,〔 す べ て の言 説 は〕 滅 す るの で あ る。 薪 を滅 尽 した 火 の如 くで
あ る。』
と説 か れ て い る。
この よ うに,ま た そ の こ と と これ が 同一 か,或 い は 異 性 〔か とい う〕 こ とに
よって も説 か れ るべ き もの で は な い ので あ る。 非 有 情(semscanmayin),
非 有 情 に非 ず も の(semscanmayinpamayin)す べ て の 点 か ら い って
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数(grangs)を 超 越 して い るの で あ る。 涅 槃 に お い て す べ て言 説 が ない めは 何
で あ る の か,と 言 えば 〔そ れ につ いて 〕 説 こ う。即 ち,〔 そ こ で は〕 言 説 が あ
って も,し か し取 す る言 説 に よっ て言 説 され るべ き こ とは な い の で あ る。 取 す
くるの
る こ と が な い 言 説 に よ っ て 言 説 さ れ る べ き で あ る 。 取 す る こ とが な い 言 説 は 三
〔種 〕 で あ る 。 即 ち,そ れ は
ま た 〔説 か れ る。〕
r解 脱(grolba)〔 と 〕 寂 静(zhiba)〔 と 〕 不 死(bdudrtsi)に 関 す る
も の(son),〔 そ して 〕 過 失(skyon)の な い 般 涅 槃(yongssumya
ngan'das),〔 そ し て 〕 仏 〔と 〕 善 逝(bdegshegs)〔 と 〕 救 済 者(skyob
pa)な ど,〔 こ れ らは 〕 そ の 時 に 説 く以 外 の も の で は な い の で あ る 。』
と 〔説 か れ て い る 。〕
訳 註
(1)D.P.共 にleloと あ るが,こ の語 は第16章 で はsnyomslasと 訳 され て い る。
両 者 とも意 味 は類 似 して い るが,前 者 はkausidya(懈 怠),後 者 はtandri(曹 憤)と
本 来 異 な った 語 で あ る。 こ こで は訳 語 の 混乱 と して テ キ ス ト通 りに訳 す が,筆 者 は こ
の語 を 第16章 の用 例 に従 って理 解 して お く。
(2)D.に はshespaが 欠 け て お り,こ こはP.に 従 う。
(3)D.tshulkhrims,P.khrimsと あ り,こ こはD.に 従 う。
(4)D.に はdeが 欠 け てお り,こ こはP.に 従 う。
(5)D.P.共 に 「非随 眠 が 不信 な どか ら放 逸 まで 八 つ 」 とあ るが,不 信 か ら放 逸 まで
は七 つ で あ り,八 つ であ るな らぽ不 信 か ら橋 まで とな るべ きで あ る。
(6)D.khis,P.gyiで,こ こはD.に 従 う。
(7)D.byedpa,P.phyedpaで,こ こはP.に 従 う。
(8)D.'gspa,P.,phagspaで,D.は 誤 り。
(9)D.に はchosが 欠 け てお り,こ こはP,に 従 う。
⑩D.shesbyamnyamrtogsnyid,P.shespashesbyamnyamrtogsnyidと あ る
が,こ こ は7音 節 の偈 文 で あ る のでP.に 従 う。
⑪D.P.共 にbdunpaと あ るが,こ こは'dunpaと 読 む べ きで あ る。
⑫D.に は'diltasteが 欠 けて お り,こ こはP.に 従 う。
⑬D.braipa,P.bralpa'iで,こ こはP.に 従 う。
⑭D.spyadpa,P.dpyadpaで,こ こはP.に 従 う。
⑮D.zhenpa,P.zhanpaで,こ こはP.に 従 う。
⑯D.bsamspa,P.bsagspaで,こ こはP.に 従 う。
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⑰D.chagnyiskyi,P.chanyidkyidで,こ こはP.に 従 う。
⑱P.コ'YYI...はthamscadが 欠 け て お り,こ こはD.に 従 う。
⑲D.'dodpa,P.'dadpaで,P.は 誤 り。
⑳D.khongkhro,P,khodkhroで,P.は 誤 り。
⑳D.に はroが 欠 け てお り,こ こ はP.に 従 う。
⑳D.kyis,P.kyiで,こ こはP.に 従 う。
⑳D.P.共 にgzugsmedpaと あ るが,こ こはgzugspaと 読 む べ きで あ る。
㈲D.gsumlas,P.gsulnpaで,こ こ はD.に 従 う。
⑳D.bralba,P.braiba'iで,こ こ はD.に 従 う。
鱒D.miskyobpa,P.miskyodpaで,こ こ はP.に 従 う。
鋤D.las,P.laで,こ こはD.に 従 う。
V:D.bcugsumIa,P.bcugsumpaで,こ こ はP.に 従 う。
㈲D.dangpo,P.dangで,こ こはP.に 従 う。
㈹D.gyi,P.gyisで,こ こ はP.に 従 う。
G⇒D.mthongbas,P.mthungba'iIamgyismthongbasで,こ こは一 応D.に 従
う。
㈱D.mimthunpa,P.lugs..mimthunpa
⑳D.gi,P.gisで,こ こ はP.に 従 う。
㈱D.P.共 にmirtagpaと あ るが,こ こ はrtagPaと 読 むべ きで あ る。
⑳D.sngon,P.mngonで,こ こはD.に 従 う。
(36)D.byasa,P.by龝aで,こ こ はP.に 従 う。
㈱D.magtogs,P.martogsで,こ こはD.に 従 う。.
爾D.tshadpanyid,P.tshabanyid
(39)D.borte,P.porteで,P.は 誤 り。
⑩D.kyis,P.kyiで,こ こはD.に 従 う。
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